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鶴田七瀬（24） 
一般社団法人ソウレッジ代表 

◯VISION◯ 
性暴力から、子どものココロと 
カラダを守るシステムを創る 

◯MISSION◯ 
新しいメディア形態の開発 

◯今までやってきた事業◯ 
性教育メディアeggs 

性教育トイレットペーパー



日本の性の現状



環境から見る日本の現状
こどもが得る情報の アンバランスさ 

1、アダルト広告がそこらじゅうにあふれている 
例1：エルサゲート 
→youtube kidsなどから「子どもに人気のキャラクターたちが強姦・殺人など
をしている動画」に辿り着いてしまう。 
例2：秋葉原の駅前の大通りに R-18 のゲームの看板がでている（次ページ右） 
→看板のQRコードから年齢確認なしで ゲームのサイトにとぶ 

2、義務教育終了までの教育指導要領では「性行為について」話せない 
→性行為についての話ができないので突然受精卵ができる抽象的な話になる 

3、マスターベーションの初体験年齢は世界18カ国で最も早い（株式会社
TENGA 欧米・アフリカ・アジアなど世界18カ国 13,039人への調査） 
→性の話はタブーの日本では「性教育は寝た子を起こす」と言われているが、
子どもはもう性に興味を持ってしまう環境にいる



性犯罪 性犯罪被害者の8割以上が 
被害届を出していない



被害件数から見る日本の現状
加害者にならないための知識や身を守るための性知識は
知る機会がないにもかかわらず、子どもたちは常に危険
な環境で生活している 

・未成年のSNSからの被害件数は毎年最多を更新 
→児童買春や児童ポルノに巻き込まれる 

・中絶件数1年間16万件（1日に換算すると438人/日） 
→人口減少に伴って年々減っていってはいるが、10年以
上 状況は変化していない。 



避妊具 世界的にみて 種類が少なく 
そして、とても 高い







関心はあるが調べるほどじゃない

専門家

自分で調べる

まったく問題意識がない

既存のメディアの 
ターゲット

届けたいのは 
この層

届けたいのは「性教育に関心がない人」



性教育メディアの新しいカタチ



・イベント 
・建物 
・トイレットペーパー 
・カレンダー 
・人 

などなど 
情報が伝わるものは 

メディア



メディアとは？ 

→人に情報を 
伝えるもの 



トイレットペーパーのメディア



性教育留学







性的同意の前提となる4つの考えを伝える内容
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これまでの具体的な活動内容について 

昨年、2019年5月から6月にかけて新しい性教育メディアサービス「性教育トイレット
ペーパー」のクラウドファンディングを行い(https://camp-fire.jp/projects/view/
152188?list=watched_projects)、216万円を461人の方から集めた。 
その後、8月に団体から法人になり、トイレットペーパーの製作・販売を主な事業として
行いつつ、文部科学省の「driving mext project」や女子栄養大学で彩の国思春期研究会
などで講演を行った。 

性教育トイレットペーパーはこれまで、慶應大学の学生寮、藤沢女性のクリニックもんま
（ユースクリニック）、埼玉の産婦人科病院、愛知県の泌尿器科病院、大阪の若手起業家
のオフィス 西中藩、民間学童Chance For All kids、などに設置された。 

また、2019年3月の小学校のコロナでの一斉休校の際には、足立区の子ども支援事業を行
う団体とともに、子どもたちの居場所作りを行った。 
https://camp-fire.jp/projects/view/241286

https://camp-fire.jp/projects/view/241286


ターゲット（子ども）の 
行動変容につながったのか…？



お金のゆとり 
お金を稼ぐスキルを 

身につけ 
親や経済的に依存 
している相手から 
離れる未来を描ける

心のゆとり 
「自分の気持ちことを
大切にしていい」 

「この世に自分の居場
所がある」と思える

知識のゆとり 
自分の身を守るための
知識を十分持っている 
わからないことは 
調べられる

3つのゆとりが必要



新しい建前づくり



中学生に届く新しい引力



どんな中学生



ヤンキー



良い子だけが使うことを許される居場所



3つの引力ステップ

とにかく無料で 
時間を潰せる場

親から離れるための 
サポートが得られる場

キラキラした次世代の 
ギャルを育成する場



お金のゆとり 



「虐待や性暴力をしてきた親（相手）を逮捕してほしい
わけではないが、早く経済的に自立して相手から離れた
い」という子どもはヒヤリングをしていると とても多
い。その子たちが性暴力や虐待で心が挫けないためには
経済的に自立するための支援が必要。 

・自分で金を稼いで自立するための知識のサポート 
・「とにかくやりたいことをやってみてお金を稼いでみ
る」ができる環境整備 
・中学生を対象にビジネスを行う企業とともにビジネス
コンテストを主催を通じた長期的なメンターのサポート 

このようなことを通じてスキルなどを身につけていく。



知識のゆとり



福祉、法律、性知識などの様々な
「自分を守るための知識」を身につ
ける機会を提供し、 

子どもたちが自分の心と体を守るた
めの知識面でのサポートを行う。 



心のゆとり 



虐待を受けた人は精神疾患や薬物依存等の物質依
存になるリスクが高いと報告されている。 

性犯罪・性依存でもこの傾向はあり、早期から依
存症のサポートやプログラムの実施は今後の性犯
罪加害者を出さないためにとても重要である。 

「単に信頼できる人がいる場」と言うだけではな
く、依存症などのサポートプログラム・認知的行
動療法などを通じて子どもたちの心理的サポート
を行う。 



中学生のキッザニア





空き時間の学童を間借り





おまけ








